
提

出

者

佐

藤

謙

一

郎

平
成
十
六
年
十
一
月
二
十
二
日
提
出

質

問

第

四

八

号

国
有
林
野
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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国
有
林
野
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書

わ
が
国
の
国
有
林
野
事
業
は
、
四
次
に
わ
た
る
改
善
計
画
実
施
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
一
〇
年
一
〇
月
に
は
そ
の
累
積
債

務
が
三
兆
八
千
億
円
に
達
し
た
。
こ
の
た
め
林
野
庁
は
、
国
有
林
野
事
業
の
抜
本
的
改
革
に
着
手
し
、
国
有
林
野
の
管
理
経
営

の
基
本
方
針
を
「
木
材
生
産
機
能
重
視
」
か
ら
「
公
益
的
機
能
重
視
」
に
転
換
す
る
と
し
、
改
革
を
進
め
平
成
一
五
年
度
を

も
っ
て
集
中
改
革
期
間
を
終
了
し
た
。
一
方
、
第
五
五
次
平
成
一
五
年
国
有
林
野
事
業
統
計
書
（
平
成
一
四
年
度
）
に
よ
れ

ば
、
「
公
益
的
機
能
」
を
極
め
て
高
度
に
発
揮
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
ブ
ナ
林
等
天
然
林
の
伐
採
が
依
然
と
し
て
継
続
さ

れ
、
さ
ら
に
は
林
道
建
設
や
治
山
工
事
も
延
々
と
続
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
は
、
わ
が
国
に
残
存
す
る
貴
重
な
森
林
生
態
系
の
消
失
を
意
味
し
、
貴
重
な
自
然
環
境
保
全
、
生
物
多
様
性

保
全
の
観
点
か
ら
も
極
め
て
由
々
し
き
事
態
で
あ
り
、
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
以
下
の
事
項
に
つ
き
質
問
す

る
。

一

林
野
庁
は
、
「
公
益
的
機
能
」
の
定
義
に
つ
い
て
、
森
林
・
林
業
基
本
法
第
二
条
に
お
い
て
定
義
さ
れ
て
い
る
森
林
の
多

面
的
機
能
、
す
な
わ
ち
国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵
養
、
自
然
環
境
の
保
全
、
公
衆
の
保
健
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
、
林
産
物

の
供
給
等
の
う
ち
、
林
産
物
の
供
給
等
を
除
く
機
能
が
「
公
益
的
機
能
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
ブ

一



ナ
林
等
天
然
林
を
大
量
に
伐
採
し
て
い
る
現
状
は
、
「
木
材
生
産
機
能
重
視
」
か
ら
「
公
益
的
機
能
重
視
」
に
転
換
す
る
と

し
た
、
国
有
林
野
の
管
理
経
営
の
基
本
方
針
に
違
背
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
は
如
何
。

二

わ
が
国
で
は
、
現
在
、
「
新
・
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
」
等
に
基
づ
き
、
官
民
挙
げ
て
「
生
物
多
様
性
保
全
の
強
化
」
の

取
組
み
を
進
め
て
い
る
。
森
林
国
で
あ
る
わ
が
国
に
お
い
て
、
そ
の
森
林
で
の
生
物
多
様
性
の
保
全
は
極
め
て
公
益
的
価
値

が
高
い
と
い
え
る
。
林
野
庁
は
国
有
林
野
内
で
事
業
を
実
施
す
る
際
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
生
物
多
様
性
を
保
全
し
て
い
る

の
か
、
平
成
一
五
年
度
に
実
施
さ
れ
た
す
べ
て
の
伐
採
箇
所
・
林
道
建
設
箇
所
・
治
山
工
事
箇
所
を
明
確
に
把
握
し
た
上
で

答
弁
さ
れ
た
い
。

三

生
物
多
様
性
に
最
も
富
ん
だ
秋
田
県
男
鹿
半
島
の
国
有
林
内
、
芦
の
倉
沢
に
お
い
て
、
現
在
、
林
野
庁
東
北
森
林
管
理
局

が
治
山
ダ
ム
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。
当
該
地
域
は
、
「
国
定
公
園
第
一
種
特
別
地
域
」
で
あ
り
、
ま
た
「
男
鹿
ケ
ヤ
キ
林

木
遺
伝
資
源
保
存
林
」
に
指
定
さ
れ
る
保
護
対
象
地
域
で
あ
り
、
法
的
に
開
発
行
為
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
る
地
域
で
あ
る
。

ま
た
、
当
該
工
事
箇
所
周
辺
に
は
、
三
三
種
類
に
も
及
ぶ
環
境
省
並
び
に
秋
田
県
の
絶
滅
危
惧
登
録
種
が
分
布
、
生
育
し
て

い
る
。
さ
ら
に
当
該
工
事
箇
所
周
辺
で
、
新
種
の
オ
ガ
ア
ザ
ミ
が
発
見
さ
れ
、
現
在
、
専
門
家
に
よ
り
学
会
誌
等
へ
の
公
表

中
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
二
種
類
の
新
種
ア
ザ
ミ
が
発
見
さ
れ
、
同
定
中
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
当
該
工
事
に

二



関
し
て
は
、
治
山
・
防
災
工
学
専
門
家
か
ら
計
画
さ
れ
る
治
山
ダ
ム
の
防
災
効
果
自
体
に
も
疑
問
の
声
が
挙
げ
ら
れ
、
道
路

に
対
す
る
代
替
工
事
方
法
等
の
提
起
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
林
野
庁
東
北
森
林
管
理
局
が
当
該
治
山
ダ
ム
工
事
を
強
行
し
て
い
る
こ
と

は
、
林
野
庁
の
公
益
的
機
能
重
視
の
基
本
方
針
に
反
す
る
の
み
な
ら
ず
、
自
然
環
境
保
全
並
び
に
生
物
多
様
性
保
全
強
化
の

観
点
か
ら
極
め
て
遺
憾
な
事
態
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

三－

�

東
北
森
林
管
理
局
は
、
当
該
地
区
で
近
い
将
来
に
お
い
て
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
が
発
生
す
る
と
予
測
し
て
い
る
が
、

そ
の
予
測
の
根
拠
は
何
か
、
答
弁
さ
れ
た
い
。

三－

�

東
北
森
林
管
理
局
が
、
（
財
）
林
業
土
木
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
に
委
託
し
て
行
っ
た
調
査
報
告
書
で
は
、
芦
の
倉
沢
の

渓
床
堆
積
物
（
不
安
定
土
砂
）
の
見
積
も
り
に
関
し
、
総
量
七
八
〇
〇
�
（
う
ち
防
災
対
象
流
域
で
は
四
九
〇
〇
�
）
と
示

さ
れ
る
が
、
こ
の
見
積
も
り
は
目
測
だ
け
で
な
く
、
物
理
探
査
な
ど
の
科
学
的
な
方
法
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
か
、
否
か
。

三－

�

東
北
森
林
管
理
局
が
計
画
す
る
谷
止
工
は
、
当
面
は
渓
床
堆
積
物
の
再
動
を
緩
和
は
す
る
が
、
そ
の
貯
砂
容
量
を
超

え
て
堆
積
さ
れ
た
場
合
、
よ
り
大
規
模
な
土
石
流
を
発
生
さ
せ
る
可
能
性
を
増
大
さ
せ
る
要
因
と
な
る
。
さ
ら
に
当
該
工
事

計
画
の
よ
う
に
、
崩
落
源
か
ら
の
新
た
な
堆
積
物
の
供
給
を
止
め
る
山
腹
工
と
の
同
時
施
工
で
な
け
れ
ば
そ
の
リ
ス
ク
は
よ

三



り
高
い
も
の
と
な
る
、
と
の
指
摘
に
対
す
る
政
府
の
ご
認
識
を
お
伺
い
し
た
い
。
ま
た
、
当
該
工
事
計
画
は
、
秋
田
県
や
東

北
森
林
管
理
局
自
身
の
想
定
す
る
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
に
よ
る
土
砂
災
害
に
対
し
て
万
全
の
効
果
が
あ
る
か
、
政
府
の
ご
認

識
を
お
伺
い
し
た
い
。

三－

�

芦
の
倉
沢
と
道
路
の
交
差
す
る
箇
所
に
は
、
排
水
・
排
砂
用
の
四
本
の
暗
渠
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
土
砂

に
よ
る
目
詰
ま
り
を
生
じ
て
排
水
・
排
砂
と
し
て
の
用
を
な
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
目
詰
ま
り
は
一
〇
年
位
前
に
生
じ
、
ほ

ぼ
同
時
期
に
道
路
上
へ
の
小
規
模
な
土
砂
流
出
も
始
ま
っ
た
と
い
う
。

道
路
管
理
責
任
者
に
よ
る
、
暗
渠
の
保
守
点
検
・
管
理
状
況
を
把
握
し
た
上
で
、
暗
渠
の
目
詰
ま
り
の
原
因
は
明
ら
か
に

そ
の
口
径
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
と
、
保
守
点
検
が
万
全
で
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
、
と
の
指
摘
に
対
す
る
政
府
の
ご

認
識
を
お
伺
い
し
た
い
。

三－

�

当
該
箇
所
に
お
け
る
道
路
へ
の
土
砂
流
出
災
害
は
、
道
路
の
構
造
や
敷
設
の
場
所
、
暗
渠
の
大
き
さ
等
、
道
路
工
事

自
体
の
設
計
・
施
工
自
体
の
不
適
切
さ
が
一
因
で
あ
り
、
道
路
自
身
が
沢
の
流
れ
を
砂
防
ダ
ム
の
よ
う
に
分
断
し
、
自
ら
災

害
を
招
い
て
い
る
。
当
該
箇
所
に
お
け
る
道
路
へ
の
土
砂
災
害
に
対
す
る
抜
本
的
な
解
決
策
は
、
沢
の
元
の
流
れ
を
道
路
が

妨
げ
な
い
形
で
の
排
水
路
の
設
計
に
あ
り
、
カ
ル
バ
ー
ト
工
、
ロ
ッ
ク
シ
ェ
ッ
ド
工
あ
る
い
は
橋
梁
工
に
よ
っ
て
、
道
路
開

四



設
以
前
の
旧
地
形
に
復
元
し
土
砂
を
自
然
流
出
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
当
該
工
事
計
画
に
お
い
て
は
、

防
災
・
治
山
ダ
ム
工
事
と
道
路
自
体
の
橋
梁
工
等
と
の
間
で
、
費
用
対
効
果
分
析
、
環
境
負
荷
分
析
な
ど
比
較
し
た
結
果
、

当
該
防
災
・
治
山
ダ
ム
工
事
計
画
と
な
っ
た
の
か
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
い
か
な
る
判
断
根
拠
に
基
づ
き
道
路
の

橋
梁
工
等
が
選
択
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
に
つ
き
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三－

�

「
国
定
公
園
第
一
種
特
別
地
域
」
さ
ら
に
は
「
男
鹿
ケ
ヤ
キ
林
木
遺
伝
資
源
保
存
林
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
工
事
が
許
可
さ
れ
た
判
断
理
由
に
つ
い
て
、
当
該
開
発
行
為
に
よ
る
影
響
評
価
を
明
確
に
把
握
し
た
上
で
お
示
し
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
妥
当
性
に
対
す
る
政
府
の
ご
認
識
を
問
う
。

三－

�

三
三
種
類
に
も
及
ぶ
環
境
省
並
び
に
秋
田
県
の
絶
滅
危
惧
登
録
種
が
分
布
、
生
育
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当

該
工
事
が
許
可
さ
れ
た
判
断
理
由
に
つ
い
て
、
当
該
開
発
行
為
に
よ
る
こ
れ
ら
三
三
種
類
の
絶
滅
危
惧
登
録
種
個
々
に
対
す

る
影
響
評
価
を
明
確
に
把
握
し
た
上
で
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
妥
当
性
に
対
す
る
政
府
の
ご
認
識
を
問

う
。

三－

�

植
物
学
専
門
家
に
よ
る
予
備
調
査
の
結
果
、
当
該
工
事
予
定
地
周
囲
の
極
め
て
限
定
さ
れ
た
場
所
に
生
育
す
る
希
少

種
に
は
、
と
り
わ
け
未
だ
人
類
の
知
的
財
産
と
し
て
記
録
す
ら
な
さ
れ
て
い
な
い
�
植
物
の
新
種
�
（
複
数
）
も
含
ま
れ
る

五



可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
新
種
植
物
の
原
生
育
地
（Type

locality

基
準
植
物
標
本
生
育
地
）
に
お
け
る
完
全
な

記
録
が
得
ら
れ
て
い
な
い
、
科
学
的
調
査
の
完
全
実
施
前
段
階
で
の
工
事
再
開
に
よ
る
破
壊
は
、
「
自
然
公
園
法
」
違
反
で

あ
る
ば
か
り
か
、
「
種
の
保
存
法
」
違
反
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
ご
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
「
国
際

生
物
多
様
性
保
護
条
約
」
加
盟
国
と
し
て
も
、
国
際
的
な
指
弾
を
免
れ
な
い
行
為
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
が
、
併
せ

て
政
府
の
ご
認
識
を
問
う
。

三－

�

国
有
林
の
維
持
管
理
に
責
任
を
有
す
る
林
野
庁
、
並
び
に
国
定
公
園
の
管
理
・
運
営
と
地
方
自
治
体
を
指
導
す
べ
き

責
任
の
あ
る
環
境
省
は
、
本
件
に
関
し
秋
田
県
に
対
し
て
指
導
を
行
っ
て
き
た
か
、
否
か
。

三－

��

芦
の
倉
沢
一
帯
は
、
特
異
的
で
多
様
性
に
富
ん
だ
植
物
相
の
存
在
に
加
え
、
極
め
て
複
雑
で
、
種
多
様
性
に
富
ん
だ

森
林
植
生
、
植
物
群
落
が
成
立
し
て
い
る
。
今
後
、
早
急
に
「
特
別
保
護
地
域
」
へ
の
格
上
げ
を
計
り
、
我
が
国
の
貴
重
な

生
態
系
、
自
然
財
産
と
し
て
保
護
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
ご
見
解
を
問
う
。

右
質
問
す
る
。
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